
　これまでの経過を踏まえて、今年度は有識者会議と
ワークショップを並行して開催しながら、複合施設と
して併せ持つべき機能を検討するとともに、図書館を
含めた施設全体の基本構想を策定していきます。
　次号では、有識者会議についてお伝えする予定です。
　ご意見・ご要望がございましたら、総務課政策企画
係までお気軽にお寄せください。

※各計画・会議資料等は白馬村行政ホームページをご覧ください。（総務課窓口でお渡しすることも可能です）

白馬村図書館施設検討委員会（H29.7 ～）
これからの図書館のあり方や施設整備について調査・
検討するために、学識経験者や保護者代表、学校関
係者等を委員として、これまでに６回の会議を開催
しました。また、白馬中学校、白馬高校、シニアクラブ、
役場職員、一般村民を対象としたワークショップを
それぞれに開催し、広く意見を集約しました。
＊新図書館の基本的な方針

①全ての村民・観光客に開放された図書館
②景観が良く、気軽に立ち寄れる場所に建っている
③明るい雰囲気で、入りやすい
④自由に利用でき、使いやすい
⑤サービスがしやすくなっている
⑥将来の変化に対応できる
⑦環境に配慮した施設づくり
⑧地域の特色を活かした機能的で魅力的な図書館

　学び、遊び、寛ぎ、交流など様々な要素を含めて、
誰でも気軽に立ち寄れ、安心してゆったり過ごせる
新たな「場」を求める意見が多く寄せられました。
　「白馬らしい図書館」として、北アルプスの懐に抱
かれ、その恩恵を受け育まれてきた地域であること、
国内外の多様な人々が交流する国際的な村であるこ
とを踏まえ、道標として人々がそこを目指し、休ん
だり情報を収集・交換しながら交流し、新たに歩き
出していく「ケルン」のような存在になることを中
間報告としてまとめています。

白馬村総合戦略（H27.12）
～図書館建設による情報発信と広域連携～
情報発信機能を充実させた魅力ある図書館を建設し、
広域的な情報（文化・芸術）を発信するなど訪れる人
を引き付ける魅力的な空間を提供します。
＊図書館来館者数（ 重要業績評価指標 - KPI ）
　H26：12,809 人 → H31：16,000 人

白馬村図書館協議会
図書館基本計画策定に向けた協議の中で、現在の白馬
村図書館の主な課題として、以下の内容を挙げました。
・施設の老朽化、収納スペースの限界
・高齢者や体の不自由な方でも利用しやすいサービ
   ス、施設の整備
・専任の館長、正規職員の配置なども含め、常時２名
   以上の勤務を確保するなど人員体制の強化
・ボランティアの館内業務補助の再開及び業務用端末
   の充実
・蔵書の充実、雑誌の購入、新聞の点数の拡大
・オンラインデータベースの導入、業務用端末の充実
・村誌のデータ版の作成、書誌データの補強入力作業
・講演会・読書会等のイベントの実施
・子ども読書活動の推進（計画含む）

白馬村図書館基本計画（H28.4）
図書館協議会の答申を受け、白馬村教育委員会が策定。

＊運営理念
村民のくらしを支援し、まちづくりに役立つ図書館を

めざします。

＊運営方針
　①子ども達の成長に役立つ図書館
　②人づくりに役立つ図書館
　③暮らしに役立つ図書館
　④地域おこし、まちづくりに役立つ図書館
　⑤文化振興に役立つ図書館

新しい図書館建設に向けたこれまでの検討の経過

白馬村第 5次総合計画（H28.4）
住民の暮らしと文化振興の活力となるよう、公共図書
館の運営を充実させるとともに、人づくりに役立つ図
書館を目指します。また、図書館としての機能・役割
を充足できる施設とは言いがたい現在の図書館につい
て、収納スペースの見直しを行うとともに、施設の増
改築や新図書館の建設について調査・検討を行います。

現在の図書館の
課題の洗い出し

新しい図書館の
施設整備の方針

複合施設としての
基本構想策定

お問合せ：白馬村役場 総務課 政策企画係（72-7002）
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史

　
ま
ず
は
歴
史
を
紐
解
い
て
み
よ
う
！
と

い
う
こ
と
で
、
先
日
開
催
さ
れ
た
「
ウ
ィ

キ
ペ
デ
ィ
ア
タ
ウ
ン
in
白
馬
村
」
に
て
参

加
者
が
白
馬
村
図
書
館
の
変
遷
を
ま
と
め

て
投
稿
し
て
く
れ
ま
し
た
の
で
、
以
下
に

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
白
馬
村
図
書
館
は
、
１
９
０
９
年
（
明

治
42
年
）
１
月
12
日
に
創
立
。
は
じ
め
に

北
城
小
学
校
（
現
白
馬
北
小
学
校
）
内
に

図
書
館
が
置
か
れ
、
青
年
だ
け
で
な
く
村

民
に
一
般
開
放
さ
れ
た
。
１
９
１
７
年

（
大
正
６
年
）
に
は
、
図
書
購
入
費
が
81
円
、

蔵
書
８
８
６
冊
で
あ
っ
た
。
当
時
図
書
館

の
整
理
や
運
営
は
学
校
職
員
が
行
っ
て
い

た
。
１
９
５
６
年
（
昭
和
31
年
）
白
馬
村

公
民
館
が
発
足
後
、
旧
白
馬
村
役
場
神
城

支
所
内
の
図
書
室
に
全
て
寄
贈
さ
れ
た
。

後
に
公
民
館
が
役
場
内
に
移
動
し
、
国
道

沿
い
の
旧
役
場
庁
舎
、
現
役
場
の
２
階
、

隣
接
の
多
目
的
施
設
、
さ
ら
に
新
築
さ
れ

た
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
と
数
か
所
移
り
変

わ
っ
た
。
そ
し
て
１
９
９
８
年（
平
成
10
年
）

10
月
に
長
野
地
方
法
務
局
大
町
支
局
白
馬

出
張
所
の
建
物
を
後
継
利
用
す
る
形
で
開

設
し
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

＊
こ
れ
ま
で
の
図
書
館
は
、
独
立
し
た
施
設
で

　
は
な
く
、
空
き
施
設
を
有
効
に
利
用
し
て
き

　
ま
し
た
。

　
今
の
施
設
に
移
転
し
た
の
が
長
野
五
輪
の
年
、

　
ち
ょ
う
ど
20
年
前
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
現
在
の
白
馬
村
図
書
館

　
次
に
今
の
図
書
館
に
つ
い
て
、
ど
ん
な

状
況
な
の
か
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

施
　
　
設
：
昭
和
62
年
建
築
（
築
30
年
）

　
　
　
　
　
図
書
館
占
有
面
積
３
９
８
㎡

蔵  

書  

数
：
約
５
万
３
千
冊

開
館
時
間
：
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

休  

館  

日
：
毎
週
月
曜
日
、
祝
日
、
年
末

　
　
　
　
　
年
始
、
館
内
整
理
休
館
日
（
毎

　
　
　
　
　
月
最
終
金
曜
日
）

サ
ー
ビ
ス
・
体
制

　
貸
出
：
１
人
10
点
ま
で
（
３
週
間
）

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
端
末
：
１
台

　
職
員
：
３
名
（
１
日
２
名
勤
務
）

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
：
６
名
（
蔵
書
点
検
等
）

○
利
用
者
の
要
望
に
応
じ
た
施
策

　
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
導
入
（
Ｈ
21
）

　
12
時
〜
13
時
の
閉
館
廃
止
（
Ｈ
23
）

　
玄
関
ド
ア
の
自
動
化
（
Ｈ
23
）

　
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
設
置
（
Ｈ
24
）

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
端
末
設
置
（
Ｈ
24
）

　
大
北
地
域
図
書
館
の
相
互
利
用
（
Ｈ
29
）

＊
農
業
や
観
光
で
忙
し
い
人
が
多
い
の
か
、　

　
ア
ウ
ト
ド
ア
派
が
多
い
か
ら
か
、
一
人
あ

　
た
り
の
貸
出
冊
数
は
大
北
地
域
で
毎
年
最

　
も
少
な
い
状
況
で
す
。

2 階に図書館が入っていた

旧白馬村役場庁舎

現在の白馬村図書館

　
白
馬
村
で
は
、
新
し
い
図
書
館
等
複
合
施
設
の
建
設
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
有
識
者
会
議
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
並
行
し
て
開
催
し
な
が
ら
、
基
本
構

想
を
策
定
し
ま
す
。
来
月
号
か
ら
検
討
の
経
過
を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
が
、
そ
の
前
に

ま
ず
は
白
馬
村
の
図
書
館
の
こ
れ
ま
で
と
今
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

0

1

2

3

4

5

6

7

大町市 池田町 松川村 白馬村 小谷村

(冊)
大北市町村の一人あたり貸出冊数

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

2


